
ほっと ひと息

　「君も趣味を持ったら？」と、今、天体
望遠鏡に夢中の主人は言います。少しで
も私のクレームが減るように、とのこと
なのでしょう。しかし、なかなか時間が
取れません。そんな折、この“ほっとひ
と息”の原稿依頼をいただきました。待
合室の生け花が毎週変わるからと……。
楽しんでしているのだから、これも趣味
かも？
　1990年4月、38歳で神戸市西区に
開業しました。開業時のこだわりは「素
敵な建物にすること、生活感のない医院
にすること」で、『医院建築』（彰国社）に
よく取り上げられていた木原千利先生に
設計をお願いしました。２～３階が住宅
ですがプライバシーは守られ、通院さ
れる患者さんから「先生はどこに住んで
いるの？」と質問されたこともあります。
わんぱくざかりの男の子が２人いました
が、自宅の音が聞こえることもなく、診
療に集中できました。木原先生には感謝
しています。
　開業以来、今でも続いている私のこだ
わりは、尿沈渣を顕微鏡で見ていること
です。私は鳥取県米子市の出身で、鳥取

大学医学部第一内科に
入局しました。当時は、
アナリーゼ、尿沈渣は
当然、骨髄穿刺までも
主治医が見ており、指
導医の池田匡先生（糖
尿病専門）には鍛えら
れました。今でも尿沈
渣は自分で見ないと納
得いきません。
　生け花は、医学部の
学生時代、「少しでも
習っておけばどうにか
生けることができる」との母の勧めで小
原流のお花を習ったのが始まりです。下
手ですがお花を生けるのは大好きでした
ので、待合室で少しでもリラックスして
いただけるよう、開業以来、毎週火曜日
に生けています。時には華やかに、時に
は地味な色合いで、四季折々のお花は心
を温かくしてくれます。患者さんからは

「いつも楽しみ！」「今日の花の名前を初
めて知った」などと言っていただいてい
ます。生けることは私には当たり前の、
日常的なことですが、今回原稿依頼をい
ただいて、これも私の趣味といえるかも
しれないと、うれしく思いました。
　医学部２年生の時からの付き合いにな
る車も大好きです。初めての車はダイハ
ツのフェローマックスでした。この頃か
ら、いつかはジャガーに乗りたいと思っ
ていたため、自宅の車庫は最初からサイ
ズだけはジャガー仕様にしたほどです。
やっとジャガー XJを手に入れた時は感
激し、以後５台のジャガーを乗り継ぎま

した。最後の赤いジャガー XJソブリン
はパワーエンジンに軽量アルミボディー
のため、とてもよく走りましたが、フル
モデルチェンジしてしまい、その後憧れ
る車が見つからない時期が続きました。
しかしつい最近、乗ってみたい車を見つ
けました。ポルシェのパナメーラです。
カーブでの安定性は思った以上で、この
先何台乗り続けるかしら？ と思うほど
気に入っています。
　今後の希望は、少しでも痩せること、
運動のできる体形にしておくことです。
そして少し自由になる時間をつくり、小
学校１年生から8年間習ったバレエに
チャレンジしたいです。主婦であり、母
親であり、小さいけれど一つの医院の院
長であり、二つの医院の事務長も兼ね、
また、地区医師会の仕事もあるため、ま
とまった時間を生み出すのはなかなか難
しいのですが、少しずつ、少しずつ時間
をつくり、趣味を楽しみ、一つでも極め
ていきたいと思っています。

趣味？ こだわり？
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医院の外観です。『医院建築No.12』（彰国社）に
紹介された［三角形プランの住宅］の1つです。リ
フォームの時に一部のテラスを円くしました。駐
車場確保のため緑が減ったのが残念です。

今年の春のお花です。お花の定位置は、待合室正面の掲示板の下です。
最近は、花屋さんがお花の名前を書いたカードを毎週添えてくださいます。
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